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1　はじめに

　少子高齢化による生産年齢人口減少や、働き手の

ニーズの多様化が進む中、農業分野においても「働き

方改革」を進めるため、女性や若者等が活躍しやすい

就労環境の整備、省力技術の活用、労務管理の考え方

の導入等が推進されている。一方、東日本大震災後設

立された大規模農業法人等においては、生産面の規模

拡大や施設整備が進んでいるものの、人材確保や育成

等に課題を抱えている例も多いなど、就労環境の実態

は必ずしも明らかとなっていない。

　このため、農業法人等における「働き方改革」に向

けた望ましい就労環境を実現するため、農業法人への

聞き取り調査等から、経営者自らが就労環境を自己点

検し、改善に向けた計画作成の参考となるツールとし

て、「就労環境自己点検シート」を作成した。

2　調査方法

　

　2019 年に就労環境改善に取り組んでいる県内農業

法人を対象に、就労環境の実態等について経営者（役

員等を含む）への聞き取り調査及び従業員へのアン

ケート調査を実施した（10 法人）。

　2020 年に聞き取り調査の結果をもとに就労環境を

自己点検できるチェックリスト（案）を作成した。また、

土地利用型県内農業法人を対象に就労環境改善の取り

組みについて聞き取り調査を実施し（2法人）、チェッ

クリスト（案）については、宮城県農業法人協会会員

にアンケート調査を実施して内容について意見を収集

した (38 法人 )。その結果をもとに、チェックリスト

（案）を修正整理するとともに結果を表示するレーダー

チャートを作成した。

　2021 年に施設園芸県内農業法人を対象に同様に聞

き取り調査を実施し（3 法人）、チェックリスト（案）

及びレーダーチャートをさらに修正し、宮城県農業法

人協会会員から内容についてアンケートにより意見を

収集した (31 法人 )。

3　調査結果及び考察

　

　(1) 就労環境条件の実態解明

　自社の就労環境への評価を経営者聞き取り及び従業

員アンケートにより調査した結果、「公平に評価され

る仕組み」は従業員・経営者ともに評価が低かったが、

「柔軟な就労体系・労働時間の設定」及び「年間作業

の平準化」は従業員と経営者の評価に差異が見られた

（表 1）。

　従業員の回答をＣＳ分析した結果、重要度が高いが

満足度が低い重点改善分野として「柔軟な就労体系・

労働時間の設定」、「年間作業の平準化」、「公平に評価

される仕組み」が挙がり、それらが総合満足度である

「会社は自分にとって働きやすい職場になっているか」

を引き上げるために最優先に考慮すべき要改善検討項

目であることが示唆された（データ略）。

　(2) 働きやすい就労環境条件の解明

　就労環境改善に向け改善すべき取り組みを「衛生要

因」と「動機づけ要因」に分類した。

　「衛生要因」としては、定期的なリーダー会議や朝

礼等による「会社の方針」の伝達、マニュアルや指示

書による「上司の監督」、年間安定した給与の支給や

ボーナスの還元、賃金体系の明確化などによる「賃金」、

社員の誕生会や社員旅行、冠婚葬祭等自由に休みが取

れる制度環境作り（フレックス制度等）等の「労働条

件」、休憩場所にエアコンやトイレ、シャワー、更衣

室設置、省力化及び軽労化などの作業改善等の「作業

環境」改善が上げられた（表 2）。

　「動機付け要因」としては、社員から意見をもらう

体制を整えその意見を反映し実現するといったような

「仕事の達成感」、地震の際に地域内の墓石を直すこと

や地域へのイベント家族同伴の行事を行うなどの「周

囲からの承認」を得て社員の自信をつける活動等が上

げられた。スマート農機の導入など新しい取り組みは、

従業員の意欲向上にもつながっていた（表 3）。

　(3) 望ましい就労環境の実現へ向けた就労環境自己

点検シートの作成

　2020 年に経営者が就労環境を自己点検するための

就労環境自己点検シートの一部（チェックリスト、レー

ダーチャート）を作成し、農業法人から収集した意見

を参考に 2020 年に修正し、2021 年に再度意見を収集

して内容を修正して就労環境自己点検シートを完成さ

せた。就労環境自己点検シートは、Excel で作成され

ており、3つのシート構成とした。

　シート 1の自己点検チェックリストは、聞き取り調

査の結果をもとに「経営理念・方針・戦略」、「雇用管理」、

「人事・賃金管理」、「組織・就労管理」、「人間関係管理」、

「福利厚生」、「人材育成・能力開発」、「労働安全・衛

生」、「総合的評価」の 9カテゴリーを設定し、それぞ

れ 5項目計 45 項目、各 5段階で評価するよう構成した。

また、集計作業を自動化するため、Excel のラジオボ

タン等を活用した（図 1）。
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　シート 2 は、チェックした結果が表やレーダー

チャートで表示される。案の段階では表示量が多すぎ

たため、必要な情報のみ表示されるよう改良した（図

2）。 

　シート 3は、就労環境改善に関する取組事例紹介と

した（図略）。

4　まとめ

　働き方改革に向けた就労環境改善の手法等を解明す

るため、県内の就労環境改善に取り組んでいる農業法

人等に対し聞き取り調査及びアンケート調査を実施し、

就労環境の実態や改善につながる事項等を明らかにし

た。

　望ましい就労環境の実現につながる自己点検チェッ

クシート、結果表示（レーダーチャート）、取組事例

紹介の３シートからなる就労環境自己点検シートを作

成した。
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